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開発している。これらの人工塩基は、相補的な水素結合様式で D*/T* および G*/C* 塩基対を
選択的に形成する。そのため、配列の全てが人工ヌクレオチドで構成される DNA（全人工 








第２章　DNA リン酸化酵素および DNA 連結酵素に対する適合性評価 




工鎖も DNA リン酸化酵素に適合性を示した。また DNA 連結酵素に対する適合性評価で
は、連結反応点のヌクレオチド残基を人工ヌクレオチドに置換したキメラ型 DNA につい
て、酵素的連結反応を系統的に評価した。これらの評価において、導入する人工ヌクレオチ
ドの種類によっては連結効率を低下させることが判明した。DNA 連結酵素の基質認識、連結
機構などの観点から、連結効率が低下した原因を考察し、人工ヌクレオチドの骨格を再設計
した。構造改良した人工ヌクレオチドは、DNA 連結酵素に適合性を示し、酵素適合性を有
する４種の人工ヌクレオチドを揃えることができた。 
第３章　DNA 合成酵素に対する適合性評価 
第３章では、DNA 合成酵素に対する適合性を評価した。アルキニルヌクレオシド三リン
酸は、DNA 合成酵素に基質として認識され、伸長鎖に付与されることが判明した。さらに、
鋳型のヌクレオチド残基に対する選択性を評価すべく、１塩基伸長反応の速度論評価を行っ
た。これらの評価から、伸長反応における鋳型のヌクレオチド残基に対する選択性は、人工
核酸塩基の水素結合様式に影響されることが判明した。また、人工塩基の水素結合様式を改
変することで選択性を変化させることができると判明した。
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